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議 会 定 例 会 議 事 日 程 

 

日程第 １ 議席の指定 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期の決定 

日程第 ４ 一般質問 

日程第 ５ 報第 １ 号 専決処分事件の報告について 

日程第 ６ 認第 １ 号 平成２６年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第 ７ 認第 ２ 号 平成２６年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費

特別会計歳入歳出決算 

日程第 ８ 認第 ３ 号 平成２６年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決

算 

日程第 ９ 議第１７号 置賜広域行政事務組合個人情報保護条例の一部改正について 

日程第１０ 議第１８号 置賜広域行政事務組合職員の再任用に関する条例等の一部改

正について 

日程第１１ 議第１９号 置賜広域行政事務組合一般職の職員の給与に関する条例の一

部改正について 

日程第１２ 議第２０号 置賜広域行政事務組合手数料の徴収等に関する条例の一部改

正について 

日程第１３ 議第２１号 平成２７年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第２

号） 

日程第１４ 議第２２号 平成２７年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算

（第２号） 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  午後２時  開会 

 

○渋谷佐輔議長 ただいまの出席議員は２４名であります。 

  去る１１月６日招集告示されました平成２７年１１月議会定例会は、ここに成立いた

しました。 

  ただいまから、平成２７年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を開会いたします。 

  それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

  この際、議事の進行上仮議席を指定いたします。 

  このたび、高畠町並びに飯豊町の各議会において、議会選出議員の交替選任がありま

したので、これによる仮議席は、ただいま着席の議席といたします。 

  本日の会議は、お手元に配付の議事日程により進めます。 
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:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第１ 議席の指定 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、議席の指定を行います。 

  高畠町並びに飯豊町の各議会における、議会選出議員の交替選任による議席の指定で

あります。 

  会議規則第４条の規定により指定いたします。 

  １０番 佐 藤 仁 一 議員 

 １１番 近 野   誠 議員 

１２番 島 津 正 幸 議員 

１９番 後 藤 惠一郎 議員 

  ２０番 嶋 貫 栄 助 議員 

２１番 山 口 文 隆 議員 

  以上であります。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○渋谷佐輔議長 日程第２、会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規則第

８８条の規定により指名いたします。 

   ５番 赤 間  広 議員 

１２番 島 津 正 幸 議員 

 １９番 後 藤 惠一郎 議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第３ 会期の決定 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第３、会期の決定を議題といたします。 

  おはかりいたします。 

  本定例会の会期を、本日１日間と定めたいと存じますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日１日間と決定いたしました。 
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:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

午後２時４分 休憩 

 

○渋谷佐輔議長 ここで暫時休憩いたします。 

〔３番 木村芳浩議員 質問席に移動〕 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

午後２時５分 再開 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第４ 一般質問 

 

○渋谷佐輔議長 日程第４、一般質問を行います。質問を許可します。 

３番、木村芳浩議員。 

   〔３番 木村芳浩議員 登壇〕 

○３番（木村芳浩議員） 米沢市議会選出の木村芳浩でございます。本日は一般質問の機

会をお与えいただきまして議員各位には感謝と御礼を申し上げます。誠にありがとうご

ざいます。早速質問に入らせていただきます。 

  私からの質問は、本組合の各市町における分担金についてであります。置賜広域行政

事務組合の歴史は、昭和４５年７月、３市５町による広域市町村圏の指定を受け、翌月

８月に法に基づく広域行政協議会を発足し、これを母体として昭和４６年７月に広域行

政事務組合の設立認可を受けてスタートをいたしました。本年で４５年目を迎え、これ

まで市町村圏計画の策定、コンピュータ利用による行政事務の共同事務処理、ごみ、し

尿処理施設、最終処分場土地利用の公園、広域交流拠点施設、養護老人ホーム、死亡獣

畜保冷施設等の設置及び管理運営を行ってまいりました。平成２４年４月には、米沢市、

南陽市、高畠町、川西町の消防本部を統合し、消防及び救急業務における事務の共同処

理事業も進められてまいりました。 

また、平成元年８月には、当時の自治省、現在の総務省からふるさと市町村圏の地域

指定を受け「花咲き人成るいきいき置賜（ふるさと）」をメインテーマとする置賜広域ふる

さと市町村圏計画を策定し、県の助成及び関係市町の出資による置賜広域ふるさと市町

村圏基金を設け、その運用益で花と人材育成をテーマとした、圏域振興のための事業を

平成２年から平成１３年度にかけて実施をし、圏域の広域的な人材育成や花のまちづく
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りに関わる事業を展開し、美しい魅力のある圏域づくりを推進してまいりました。この

計画を受けて、平成１４年から平成２４年度を計画年次とする、新置賜広域ふるさと市

町村圏計画では、「奏であう人と花 置賜新世紀」を将来像に掲げ、圏域の地域資源を

生かして、あらゆる場面での連携と交流を深め、豊かさを実感できる置賜の実現を図っ

てきたのであります。平成２４年度には、置賜圏域の将来像として、「豊かなふるさと

を創造するおきたま共存圏」を掲げ、平成２５年度から平成３４年度を計画年次とする

第５次置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏計画を策定し、現在進められていること

は各議員ご承認のところだと思います。 

こうした歴史を振り返り、現在の取り組みが３市５町の連携で進められておりますが、

ここ近年、地方自治体の抱える問題は多岐にわたり、それぞれの自治体が知恵とアイデ

ィアを振り絞り行政運営を行っているのが現状であります。若者をはじめとする地方の

人口は大都会に流出し、人、物、お金も地方はひっ迫した状況に立たされておるのが現

実社会であります。我が米沢市においても平成２６年度は７億円もの財政赤字となり、

人口減少による国からの交付金が予定額を下回ったことや、大雪の影響で除雪費などが

大きく影響したものであります。だからといって、市民、町民の生活に支障の出ないよ

うに必要な施策は行っていかなければなりません。こうした考えは、本市だけではなく

他の市町も同じだと思うのであります。しかし、厳しい財政事情の中で、現在の置賜広

域をこれまでと同様に運営していくことは、たいへん厳しい状況になってきております。 

現在の分担金は、人口割で各市町が負担を行っておりますが、これは大きな町が小さ

な町を支えるという観点から各市町が協力をしてまいりましたが、それぞれの市町の考

え方や政策にも変化があり、いつのまにか米沢市準拠や選出議員の平等な構成のルール

も希薄化し、これまでの歴代首長や選出議員の先輩方が守ってきた形さえ変わろうとし

ていることに疑問を覚えてなりません。であるならば、より明確な大義を持って分担金

のあり方を検討し、現在行っている第２次集中改革プランの事業の見直しや削減なども

早期に実現させる時期を迎えていると思うのであります。米沢市は全体の約５０％近く

を負担しているわけでありますが、米沢市議会が市内１７地区で行っている議会報告会

において、市民の皆様からも置賜広域に対する考え方やあり方など様々なご意見をいた

だいており、特に負担金と選出議員の構成のあり方は、公平な中に不公平さがあると正

されております。また、米沢市政が財政健全化に向けて現在、様々な政策の見直しが行

われる中、来年、平成２８年度の置賜広域の予算は、これまで同様の負担額を議会は認

められない状況にあることは、理事長が一番ご理解なされていると思います。先週の全

員協議会でも多少触れましたが、こうした各自治体の財政状況を鑑み、是非、理事会に

おいて今後の置賜広域の分担金のあり方を早期に検討されるべきと思いますが、お考え

はいかがでしょうか。理事長のご所見をお伺いいたします。最後に選出議員の皆様方に

も是非各議会においてご検討いただき、これからの置賜の地域をしっかりとした連携で

守っていくために、どうぞご理解を賜りますようお願いを申し上げ壇上からの質問とい

たします。 
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○渋谷佐輔議長 答弁を求めます。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいまの木村芳浩議員のご質問にお答えをいたします。 

分担率につきましては、現在、「人口割」、「基準財政需要割」、「平等割」、「処理量割」、

「利用割」を用いて、それぞれの事業ごとに算出しているところです。 

分担率の見直しにつきましては、これまで千代田クリーンセンター建設によるごみ処

理施設の一本化や長井クリーンセンター汚泥再生処理施設の更新など施設の統廃合によ

り、事務処理が大きく異なることとなった場合、理事会でその都度協議し、決定してき

たところであります。特に、分担率の算出につきましては、人口割の割合が大きい事業

としまして、まず、事務局の管理運営費が７０％となっております。この事業は、組合

全体を管理するため、事務局に勤務し、総務や施設の管理的役割を担う職員の人件費が

大部分となっております。その割合については、昭和４６年の組合設立当初から設定さ

れており、置広はごみ処理や養護老人ホームの運営など複数の事務を共同で処理する「複

合的一部事務組合」であることから、様々な共同事務を処理するうえで、総務的事業の

割合は人口の割合に近いとの考え方から設定されたものと思っております。組合全体の

一般会計分担金約２０億円に対し、ごみやし尿などの処理に要する経費は、約５０％を

占める結果となっておりますが、その一方で、組合管理費は約２億円と全体の約１０％

となっているところであります。例えば、ごみ処理の分担率は、排出量に応じた割合を

基本として設定しており、人口割は１０％とし、処理量割を９０％としているところで

あり、各事業の分担率はそれぞれの考え方をもって設定されていると思っております。 

また、消防費の分担率については、平成２４年度からの２市２町消防広域化において、 

様々な検討を重ね、人口割は６０％に決定したところであります。消防救急業務は、総

務省消防庁が定める「消防力の整備指針」において、住民の安全、安心を守るためには、

市街地が形成されている場所に消防力を整備することが最も消防力を発揮できるものと

されており、人口割を基本にしているものと考えております。 

 現在の分担率を見直しをする手続きにつきましては、いずれかの市町が分担率の改正 

について、当該市町の理事から理事会で提起していただくものと認識しており、理事会 

での協議により合意が必要であると考えているところであります。今のところ、そうい 

った提起は、いずれの理事からもなされていない現状にあり、現在の分担率は事業の割 

合に対し、応分の負担をする仕組みとなっていることから、構成市町の負担は、それぞ 

れ公平なものと考えているところです。 

 理事長としても、現段階において見直しの必要はないと思っておりますし、分担率は 

適正な設定になっているものと考えているところでありますので、ご理解をお願いいた 

します。 

○渋谷佐輔議長 再質問に入ります。木村芳浩議員。 

○３番（木村芳浩議員） まずはご答弁ありがとうございました。 

  今、お聞きをいたしましたところ、理事会においても分担金の見直しは考えていない
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というお話だったんですが、壇上から申し上げたように今、全国の地方の抱える財政問

題というのは、これは置賜圏だけの問題ではないと認識しております。そうした中で、

各市町が毎年毎年財政が厳しい中において、その町その町の行政サービスを運営してい

くにあたって、本市におきましても先ほど申し上げたとおり非常に厳しい現状になって

きている。今、実質、毎年毎年同じ予算額を将来的に構成していけるのか、そうした中

で、今、組合の中では置賜広域行政事務組合第２次集中改革プランを進めていて非常に

順調に様々な削減の取り組みがなされている。しかし、全体的な総合的な金額から考え

たときに何％くらいの削減率を目標としてされているのかというところが全体的な総

金額から見ると私は少し低いのかなと。逆に言うとそこまでしか削減ができていかない

のかなと。すごく疑問に思っているわけでありますが、今、理事長が仰ったように総務

費の中におきましては、人口割、財政需要額割、平等割と様々な割り方があると思うん

です。しかし、例えば、各市町の交付額を考えた場合に一概には言えませんが、国民一

人あたりに換算すれば、米沢市の場合ですとごみ処理施設の一括の交付金をいただいて

ますから、その分置賜広域に出している金額はあるにしても、財政需要額の比率が例え

ば２０％、平等割が１０％であると、私はこうした交付税等々の支給を考えた場合に、

人口割がはたして適切なものなのかというところに疑問を持っています。というのはや

はり今申し上げたように様々な町で取り組む市政、町政運営の中においては、今申し上

げたように交付税が国民一人あたりの割合が変わってくると思うんです。これはもちろ

ん人口が大きければ大きいほどの行政サービスが広範囲に進められているから、金額が

下がるということもあるんですが、財政需要額を引き上げることによって、その各市町

とも分担金の比率を若干下げていくことも可能ではないかなと思っているんですが、そ

の辺はいかがお考えでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 答弁を求めます。安部理事長。 

○安部三十郎理事長 壇上からも申し上げましたが、分担率については、現在、人口割が

全てではなくて、基準財政需要割、平等割、処理量割、利用割とそれぞれの事業ごとに 

 算出しておりますので、その点をご理解いただきたいと思います。これも壇上から申し

上げましたが、そもそも置賜広域行政事務組合は様々な業務を共同で処理する複合的一

部事務組合でありますので、事務が様々にわたっている、その中でこの事業については 

 こういう割合、この事業についてはこういう割合というように、ケースバイケースで算

定をいたしておりますので、そういう状況であることをご理解賜りたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 木村芳浩議員。 

○３番（木村芳浩議員） 私も算定率を勉強させていただきましたが、私はもうちょっと 

変えることができると思っているんです。人口割に比重が置かれている、もちろん消防 

にしても何にしても、人口割、平等割、利用割、様々な分野があることは承知をしてお

ります。しかし、算定のあり方が、冒頭から何度も申し上げているように各市町が財政

的に厳しくて、逆に各市町の中でこの分担金をもしかしたら負担できなくなる可能性も

出てくるわけです。理事長ご承知のように米沢市は今非常に厳しいじゃないですか。そ
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うした中でこれまでどおりということが、米沢市の皆様から実際に声が上がってきてい

る。それではどうしたら今のサービスを下げないようにして運営をやっていくという中

では、やはり分担金のあり方というのは、真剣にもう一度お考えいただく必要はあると

私は考えているんですが、その辺も含めて是非進めていただきたいと思うんです。 

 それから、分担金の割合に関しては、大きな町、米沢市とは限らず南陽市さん、ある

いは長井市さんでも恐らく声が出てくる。そうした中で先ほど申し上げたように今回、

米沢市議会で１７地区を議会報告会で回らせていただいたときに、本当に大丈夫なのか

と、とある弁護士をされている方から疑問を投げられたんです。例えば、人口割と申し

上げましたが、このあり方と、例えば置賜広域に関しては、選出議員が平等じゃないか

と。そうすると例えば、選挙を考えると一票の格差というものが世の中で問題になって

いるわけです。そうした場合にこれは不公平さがあるというご指摘をいただいてきたん

です。ですから、今、構成的な部分の比較の中でしっかりと今の分担金といわゆる選出

議員の率というものは、私調べましたら、置賜広域を昭和４６年に始める際に、この地

域はしっかりと平等性をもってという、歴代の首長さん、当時の議員さんたちがそのル

ールを置賜で特別に作られて、こうした歴史があるとお聞きをしてまいりました。そう

するとそこに矛盾があるのかなという疑念が生まれるんです。最近では、給与費にして

も米沢市準拠ではなく、その町その町の状況、今の財政状況があるからこそそういった

ものも勘案をしていかなければならないのであれば、全体的な考えをもう一度見直す時

期と思いますが、いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 安部理事長。 

○安部三十郎理事長 ただ今のご質問、２つに分けてお答えをいたします。 

  まず、人口割の見直しについては、私は先ほどからお答えしているように現状で何ら 

問題はないと思っておりますが、他の理事の方々にもそのようなご質問、ご意見があっ 

たことはお伝えをしたいと思います。 

 また、分担金の割合と各構成市町の選出議員の数、割合がかみ合っているかというこ 

とにつきましては、理事会で議論というよりも議会の方で相互に議論されるべき問題で 

あるというように思っておりますので、それは議会内でご議論賜りたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 木村芳浩議員。 

○３番（木村芳浩議員） 最後になりますので、もちろん議会の構成というのは議会で決 

めるべきなんですが、最終的にはやはり理事会でも総合的にお話をいただいた上で、各 

市町の議会の中で、ご承認をいただく流れになることは間違いないところだと思います。

しかし、やはり分担金のあり方に関しましても、是非ですね、人口割だけをこれまで同

様の考え方でいってしまうと、市民理解というのは得られない部分がある。そういう声

が実際出てきているんです。ですから我々も米沢市民の皆様方にご説明をする際に、し

っかりと公平的な立場で伝えていかなければならない。そういう立場でもありますし、

他の議員の皆様方も各市町に戻られてもそこの町民の皆様から置賜広域の割合ってどう

なっているのかと、どれだけ負担されているのかと。逆に言えば、町の施策も進まない
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ままに置賜全体のことが本当にやれるのか、そういった厳しいご意見も出てきた時代で

もございますので、是非、理事長、しっかりと理事の皆様方とその辺も改めてご検討い

ただいて、２８年度に向けてご回答いただければと思いますので、その辺を申し上げて、

一般質問を終わります。ありがとうございます。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第５ 報第１号 専決処分事件の報告について 

 

○渋谷佐輔議長 日程第５、報第１号専決処分事件の報告についてを議題といたします。 

この場合、理事長から提案理由の説明を願います。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました報第１号専決処分事件の報告について説

明いたします。 

本件は、平成２７年６月１５日及び平成２７年８月２３日に発生した消防車両による

物損事故に基づき生じた損害賠償の額の決定について、地方自治法第１８０条第１項の

規定により専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により報告するものです。 

○渋谷佐輔議長 ただいまの理事長説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますのでご了承願います。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第６ 認第１号 平成２６年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算外 

     ２件 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第６、認第１号平成２６年度置賜広域行政事務組合一般会計

歳入歳出決算、日程第７、認第２号平成２６年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村

圏事業費特別会計歳入歳出決算及び日程第８、認第３号平成２６年度置賜広域行政事務

組合消防特別会計歳入歳出決算の３件は、議事の都合により一括議題といたします。 

  この際、理事長から提案理由の説明を願います。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました認第１号平成２６年度置賜広域行政事務 

組合一般会計歳入歳出決算、認第２号平成２６年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町

村圏事業費特別会計歳入歳出決算及び認第３号平成２６年度置賜広域行政事務組合消防

特別会計歳入歳出決算について一括して説明いたします。 

各会計とも当該決算の詳細につきましては、既に配付しております歳入歳出決算書及
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び決算に係る主要な施策の成果、本組合監査委員の決算等審査意見書によってご了承賜

ることとして、以下、その大要のみ説明いたします。 

  まず、一般会計決算でありますが、組合費では組合総務費において事務局配置職員の

人件費などのほか、広域交流拠点施設費において利用者に満足いただけるパークゴルフ

場を目指し、再開に向けた維持管理に努めてまいりました。平成２７年度中の再開を予

定しておりましたが、８月２日に再開することができ、利用者からは一定の評価を得て

いるところです。 

  次に、電算共同処理事業費でありますが、米沢市ほか２市１町の電算共同処理を行っ

たところであります。 

次に、民生費の養護老人ホーム南陽やすらぎ荘については、入所者の処遇を行ったと

ころでありますが、平成２５年度から段階的に実施した給食調理業務の民間委託に関し、

平成２７年度は完全移行による経費節減を図るとともに、入所者の自立に向けた事業を

積極的に行い、適切な処遇に努めてきたところであります。 

次に、衛生費でありますが、各クリーンセンターにおいて適正処理のために整備計画

に基づく施設の整備を行ったほか、各事業で必要最小限の設備、機器の修繕等を計画的

に実施し、施設の保全管理に努めたところであります。 

し尿処理関係では、長井クリーンセンターの汚泥再生処理センター整備について、全

国的な人夫不足により工程に遅れが生じたことから、外構工事の一部を繰越しましたが、

平成２６年８月末に工事が完了し、その後供用開始したところであります。 

ごみ焼却関係では、千代田クリーンセンター焼却施設の基幹的設備改良による延命化

について、国の循環型社会形成推進交付金を活用し、平成２７年度まで４か年継続で計

画支援業務を実施するとともに、建設工事の入札を実施したところであります。 

埋立処分関係では、新たな最終処分場の整備について約４５，０００㎡の最終処分場

用地を取得するとともに、環境影響評価調査を実施したところであります。 

また、処分場整備に係る地元要望事項である周辺道路整備事業について、高畠町に依

頼し、平成２５年度及び平成２６年度の２か年で事業を実施したところであります。 

次に、認第２号ふるさと市町村圏事業費特別会計決算でありますが、平成２４年度に

策定した第５次ふるさと市町圏計画の広域活動計画に基づき、広域連携事業として構成

市町の特産品を販売する「置賜八食祭」を継続実施し、地域の魅力の再発見、広域交流

を図ったところであります。 

また、広域婚活推進事業では、地域づくりの活動家でプロジェクトチームを組織し男

子力アップセミナー及び婚活イベントを実施したところであります。 

さらに、広域連携の推進に繋げるため、構成市町職員が参加し圏域の問題や課題を解

決する手法を学ぶ広域連携政策形成セミナーを実施したところであります。 

次に、認第３号 消防特別会計決算でありますが、圏域住民の安全、安心を守るため、

消防、救急活動を遂行するとともに、消防１０か年整備計画に基づき、高畠消防署の設

計業務に着手するとともに、建設工事の入札を実施したところであります。  
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さらには、耐震診断の結果を受け、有利な財源である緊急防災・減災事業債を活用す

るため、消防庁舎整備事業として、（仮称）米沢消防署南西部分署の整備を前倒しすると

ともに、南陽消防署は全部改築するものとして、消防１０か年整備計画を見直し、事業

の推進を行っております。 

また、消防車輛整備事業については、消防庁舎整備事業と同様、有利な財源を活用す

るため、平成２５年度への前倒しとともに平成２６年度に繰越しした車両７台を更新し

たところであります。 

以上が一般会計、ふるさと市町村圏特別会計及び消防特別会計の大要であります。 

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたしま

す。 

○渋谷佐輔議長 続いて、決算の概要について説明を願います。神田会計管理者。 

〔神田仁会計管理者 登壇〕 

○神田仁会計管理者 私から認第１号平成２６年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳

出決算から認第３号平成２６年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算まで

の３会計につきまして、その概要をご説明申し上げます。 

はじめに、認第１号平成２６年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算です。 

決算書の１ページと２ページをお開きください。 

歳入の予算現額３１億３，２８３万２，７７８円につきましては、前年度に比べて

１５億１，４２６万５，０７２円の減となりました。予算現額の内訳は、当初予算額

３１億３，７４６万円から、補正予算額８，３９３万６千円を減額し、平成２５年度か

らの繰越予算額７，９３０万８，７７８円を加えたものです。調定額は３１億４，１６８

万９，３５１円で、これに対する収入済額は３１億４，１２３万７２９円であり、前年

度に比べて１４億７，９１１万９，６５０円の減となりました。その結果、予算現額に

対する収入率は１００．３％、調定額に対する収入率は９９．９％となりました。前年

度に比べて収入増となった主な科目は、５款の繰入金が３，９２１万１，４７０円の増、

７款の諸収入が１，１９９万７，８１９円の増などです。一方、収入減となった主な科

目は、１款の分担金及び負担金が３億６，１８９万３，９７５円の減、８款の組合債が

８億１，１２０万円の減などです。不納欠損額の３１，６７２円ですが、これはし尿収

集手数料で、地方自治法の規定により処理したものです。収入未済金は４２万６，９５

０円で、し尿収集手数料です。 

歳出ですが、決算書の３ページと４ページをお開きください。支出済額は３０億

８，４２３万５，５２６円で、予算現額３１億３，２８３万２，７７８円に対する執行

率は９８．４％となり、前年度に比べて１４億４，２５７万６，６２０円の減となりま

した。前年度に比べて、支出増となった主な科目は、２款の組合費が２，８５０万

４，９８２円の増、３款の電算共同処理事業費が８，５３６万２９５円の増などです。 

一方、前年度に比べて、支出減となった主な科目は、５款の衛生費が１２億２，８７４

万４，２５３円の減、７款の公債費が３億３，９９３万１，５６５円の減などです。 
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なお、支出済額の中には、平成２５年度から繰越した汚泥再生処理センター建設事業

費及び汚泥再生処理センター設計施工監理事業費７，９２８万４，１８０円が含まれて

います。 

以上の結果、収支状況は収入済額３１億４，１２３万７２９円から支出済額の３０億

８，４２３万５，５２６円を差し引いた形式収支額は５，６９９万５，２０３円となり、

平成２７年度へ繰り越しました。 

続きまして認第２号ふるさと市町村圏事業費特別会計歳入歳出決算です。決算書の５

ページと６ページをお開きください。 

歳入ですが、収入済額は６６３万２，０８４円で、調定額６６３万２，０８４円に対

する収入率は１００％です。 

歳出ですが、支出済額は５９２万５，３３２円で、予算現額６４４万５千円に対する

執行率は９１．９％です。 

歳入歳出差引残額７０万６，７５２円は平成２７年度へ繰り越しました。 

続きまして認第３号消防特別会計歳入歳出決算です。決算書の７ページと８ページを

お開きください。 

歳入ですが、収入済額は２１億８，４８７万２，１３７円で、調定額２１億８，４８７

万２，１３７円に対する収入率は１００％です。収入の主なものは、分担金及び負担金

並びに消防債です。 

歳出ですが、支出済額は２１億５，６９１万４，６９１円で、予算現額２２億１２７

万３，４８０円に対する執行率は９８％です。支出の主なものは、常備消防費及び消防

施設整備事業費です。 

歳入歳出差引残額２，７９５万７，４４６円は平成２７年度へ繰り越しました。 

以上が平成２６年度決算の概要でありますが、事業及び金額の詳細につきましては歳

入歳出決算事項別明細書に記載のとおりですので、よろしくご審議のうえ、ご認定賜り

ますようお願い申し上げ、私からの説明といたします。 

○渋谷佐輔議長 次に、監査委員から審査結果について報告をお願いします。小野代表監

査委員。 

  〔小野潔代表監査委員 登壇〕 

○小野潔代表監査委員 私から決算審査の結果につきまして、ご報告申し上げます。 

認第１号平成２６年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算、認第２号平成２

６年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特別会計歳入歳出決算及び認第３

号平成２６年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算並びに基金の運用状況

を示す書類が、法令に従って処理されているかにつきまして、平成２７年８月２８日か

ら９月３０日までの間、施設を回りまして各会計の関係諸帳簿や証拠書類と照合を行う

と同時に各施設の所属長及び関係職員から説明を求めて審査いたしました。 

  その結果、いずれも関係法令に準拠して処理されており、運営状況及び財政状態を適

正に表示しているとともに、決算計数は正確であり内容も正当なものと認められました。 

-12-



 

  審査の詳細につきましては、お手元に配布しております決算等審査意見書をご覧いた

だくといたしまして、各会計の審査結果につきまして、意見、要望を申し上げます。 

はじめに、一般会計におきましては、衛生費で平成２４年度から継続事業として整備

を推進してきた長井クリーンセンター汚泥再生処理センターの本体工事が完了したこと

から減少となり、決算額は前年度に比べて歳入、歳出ともに減少しております。 

同じく衛生費の千代田クリーンセンター基幹改良整備事業では、平成２４年度から継

続事業として計画支援事業が推進されております。また、最終処分場整備事業では、用

地を取得するとともに、生活環境影響調査業務が推進されるなど、組合基幹事業の進展

が期待されております。 

  今後は、基幹改良整備事業及び最終処分場整備事業の建設工事が計画されており、ま

た、各施設の機械設備の老朽化が進む中で、処理費に占める維持補修費が大きな割合と

なっており、今後も増加が見込まれています。 

財源につきましては、処理費の原価計算を行い、衛生手数料を検討することとして、

自主財源の確保に努めておりますが、施設運営においては、施設の延命化を図り、事務

事業の効率的かつ効果的な執行に期することはもとより、事務事業の見直しや民間活力

の導入など財政健全化に向けた中長期的な計画を策定し、歳出の徹底した削減を図るな

ど、構成市町の財政負担の軽減に向けて、引き続き努力をしていただきたいと思います。 

次に、ふるさと市町村圏事業費特別会計におきましては、財産収入について、基金の

一部を長期国債により運用したほか、銀行等引受債の担保として預け入れをした定期預

金及び一般会計への繰替運用を行い、安全かつ効率的な運用を行った点については評価

するものであります。 

主な事業としましては、第５次置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏計画に基づき、

広域連携事業の置賜八食祭や広域的婚活推進事業、さらに広域連携政策形成セミナーが

実施されております。低金利下の情勢ではありますが、今後も基金の効率的かつ安全確

実な運用に努めるとともに、限られた財源を有効活用し、圏域の振興に資する事業を展

開していただきたいと思います。 

次に、消防特別会計におきましては、平成２４年度から２か年継続事業として整備が

推進された消防救急無線デジタル化整備事業が完了するとともに、消防施設整備事業で

は、有利な財源を活用するため、消防１０か年整備計画を前倒しし、消防救急車両の更

新に加え、本年度は、高畠消防署の建設及び（仮称）米沢消防署南西部分署の設計業務

が推進されております。なお、現在は南陽消防署の設計業務についても推進されている

ところであります。 

本年度に続き、次年度も消防施設整備事業債の発行が計画されております。また、消

防１０か年整備計画に基づく各消防署所の消防救急車両・消防施設等の更新や維持補修

費は今後も増加が見込まれています。圏域住民の生命、財産を守るため、より一層の消

防救急体制の強化、充実を図るとともに、効率的かつ効果的な運営により、歳出の徹底

した削減を図るなど、構成市町の財政負担の軽減に向けて、引き続き努力をしていただ
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きたいと思います。 

最後に、一般会計及び特別会計を通じて、最少の経費で最大の効果をあげるよう努め

ていただくとともに、より一層の圏域の発展と福祉の増進に傾注されることを期待する

ものであります。 

  以上で、各会計の決算審査を実施いたしました結果の報告とさせていただきます。 

○渋谷佐輔議長 以上、提案のありました３件について、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入りますが、通告がありませんので、討論を終結し、採決いたします。 

 おはかりいたします。 

  認第１号、認第２号及び認第３号を認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

よって、認第１号、認第２号及び認第３号は認定することに決まりました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第９ 議第１７号 置賜広域行政事務組合個人情報保護条例の一部改正について 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第９、議第１７号置賜広域行政事務組合個人情報保護条例の

一部改正についてを議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明をお願いします。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第１７号置賜広域行政事務組合個人情

報保護条例の一部改正について説明いたします。 

本案は、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

の施行に伴い、特定個人情報の保護に関し必要な事項を定めるほか、規定の整備を図る

ため提案するものであります。 

よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたしま

す。 

○渋谷佐輔議長 ただいまの説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

  議第１７号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、議第１７号は原案のとおり決まりました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１０ 議第１８号 置賜広域行政事務組合職員の再任用に関する条例等の一部

改正について 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第１０、議第１８号置賜広域行政事務組合職員の再任用に関

する条例等の一部改正についてを議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明をお願いします。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第１８号置賜広域行政事務組合職員の

再任用に関する条例等の一部改正について説明いたします。 

本案は、被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する

法律の施行に伴い、規定の整備を図るため提案するものであります。 

よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたしま

す。 

○渋谷佐輔議長 ただいまの説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

  議第１８号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、議第１８号は原案のとおり決まりました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１１ 議第１９号 置賜広域行政事務組合一般職の職員の給与に関する条例の

一部改正について 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第１１、議第１９号置賜広域行政事務組合一般職の職員の給

与に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明をお願いします。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 
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○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第１９号置賜広域行政事務組合一般職

の職員の給与に関する条例の一部改正について説明いたします。 

本案は、一般職の職員の勤勉手当等を改定しようとするため提案するものであります。 

よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたしま

す。 

○渋谷佐輔議長 ただいまの説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

  議第１９号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、議第１９号は原案のとおり決まりました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１２ 議第２０号 置賜広域行政事務組合手数料の徴収等に関する条例の一部

改正について 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第１２、議第２０号置賜広域行政事務組合手数料の徴収等に

関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明をお願いします。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第２０号置賜広域行政事務組合手数料

の徴収等に関する条例の一部改正について説明いたします。 

本案は、ごみ処理原価の上昇に伴い、本組合の施設に直接搬入する廃棄物の処理手数

料の額を改定しようとするほか、規定の整備を図るため提案するものであります。 

よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたしま

す。 

○渋谷佐輔議長 ただいまの説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

  議第２０号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、議第２０号は原案のとおり決まりました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１３ 議第２１号 平成２７年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算 

（第２号）外１件 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第１３、議第２１号平成２７年度置賜広域行政事務組合一般

会計補正予算（第２号）及び日程第１４、議第２２号平成２７年度置賜広域行政事務組

合消防特別会計補正予算（第２号）の２件は、議事の都合により一括議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明をお願いします。安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第２１号及び議第２２号について一括

して説明いたします。 

  議第２１号平成２７年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第２号）及び議第

２２号平成２７年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算（第２号）であります

が、前年度繰越金の確定に伴う財源組替、人事異動に伴う人件費の補正などの内容であ

ります。 

はじめに、一般会計補正予算でありますが、補正前の予算額から３５７万６千円を減

額し、補正後の歳入歳出予算の総額を３９億７，７６９万３千円とするとともに、浅川

最終処分場施設維持管理業務について平成２７年度から平成３１年度まで６，９００万

円の債務負担行為を設定するものであります。 

歳出でありますが、各款において人件費などの補正を行うほか、民生費では、養護老

人ホーム費で育児休業職員に係る人件費の減額、衛生費では、長井クリーンセンター費

で建物損害共済金の充当に伴う財源組替、公債費においては、起債借入利子の額の確定

に伴う減額を行うものであります。 

これらに伴う財源でありますが、前年度繰越金及び諸収入を増額し、分担金及び負担

金を減額するものであります。 

次に消防特別会計補正予算でありますが、補正前の予算額に、３，９５６万８千円を

追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を２７億２，２２６万６千円とするとともに、南

陽消防署整備事業について、平成２７年度から平成２９年度まで６億２，８２３万３千

円の債務負担行為を設定するものであります。 

歳出でありますが、常備消防費においては、人件費などの補正を行うほか、公債費で

交付税調整による財源組替を行うものであります。 

これらに伴う財源でありますが、分担金及び負担金、前年度繰越金をそれぞれ増額す

るものであります。 

-17-



 

以上が一般会計補正予算及び消防特別会計補正予算の内容であります。 

よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたしま

す。 

○渋谷佐輔議長 ただいまの説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

  議第２１号及び議第２２号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、議第２１号及び議第２２号は原案のとおり決まりました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  閉  会 

 

○渋谷佐輔議長 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件は、全て議了いたし

ました。 

これをもちまして、平成２７年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を閉会いたし

ます。ご協力ありがとうございました。ご苦労様でした。 

 

午後３時  閉会 
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